




研究目的 

胎児の感染は流死産の成因となるばかりでなく,生産の場合は先天奇型,知能障害など多く

の心身障害をのこす。このような先天性感染症を予防するためには,それぞれの病原体につ

いて,その自然生態,感染様式ならびに妊婦および胎児における感染病理が明らかにされな

ければならない。 

今日,世界的に最も重要な病原体として,トキソプラズマ,風疹ウイルス,サイトメガロウイ

ルス,ヘルペスウイルスの 4つがあげられているが,すでにワクチンの実用化に到達した風

疹を除くと,まだ研究は進んでいない。その理由は 2つあると思われる。第一は検査法が確

立されていないために解明できないという方法の問題であり,第二は病原体の生態が地域

あるいは人種によって異なるという問題である。 

そこで,本分科会においてはトキソプラズマ,サイトメガロウイルス,ヘルペスウイルス感

染の正確な検査法を確立し,新たに確立された検査法によって,わが国における感染の実態

を解明しようとするものである。 


